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Fig･1
入射及び初期の粒子に対して次の条件を課した
◎ 速度分布 :一様乱数分布 ;質量分布 .'定数





























名大･工 本 田 勝 也
ランダムなフラクタルパターンの典型例として,DLAに関する研究は急速に発展してきた
が,それは主に計算機シミュレーションと実験を手段とするもので解析的理論はまだ乏しい｡
ここでは,DLAクラスターのフラクタル次元Dを理論的に求めた主な理論を簡単に紹介する｡
1)因果律関係 1)2)
分子場的議論によって求められるクラスターの成長速度が,先端部分に流れ込む拡散粒子の
密度より小さいという条件から,フラクタル次元の上限と下限が
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